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株式会社帝人目黒研究所 

 

帝人グループで納豆菌や乳酸菌などのプロバイオティクス(*1)製品の製造・販売を

展開する株式会社帝人目黒研究所（本社：大阪中央区、社長：三好 孝則）は、昨年 12月

に事業譲渡契約を締結した天野エンザイム株式会社の乳酸菌、およびビフィズス菌事業

について、本日の譲受完了に伴い、4月 1日より順次販売開始します。 

(*1)プロバイオティクス： 適正量を摂取した際に、宿主に有用な作用を示す生菌体 

 

１．背景・狙い 

（１）当社は、1968年から納豆菌 BN株を販売しています。特に当社の納豆菌は納豆用

ではなく、医薬品やサプリメント、飼料の原料に特化しており、この分野では

国内のリーディングカンパニーとして多くの医薬品・食品・飼料メーカーに採用

されています。 

（２）乳酸菌BIO株は、ブルガリアで小児の腸内から分離された株を起源としたもので、

生菌・加熱殺菌体の双方を取り揃え、医薬品や健康食品原料、および飼料添加物

など、幅広く採用されています。 

（３）当社はこのたびの事業譲受によって、乳酸菌のラインナップの拡張、および

ビフィズス菌をラインナップすることにより、これまで以上に顧客の要望に応える

ことが可能となりました。 

２．今般販売開始する製品概要 

（１）このたび販売を開始する品目は、下記の通りです。 

  ・アシドフィルス粉末１２０Ａ 

・局外規ラクトミン（アシドフィルス菌） 

・局外規ビフィズス菌 

・局外規ラクトミン（フェカリス菌－１００） 

・活性乳酸菌－１００ 

（２）このたびの販売開始により、当社は納豆菌のリーディングカンパニーであり

ながら、乳酸菌やビフィズス菌を加えたプロバイオティクスメーカーとして幅広い

ラインナップを揃えることになります。 

プロバイオティクス事業の拡大 

乳酸菌事業等の譲受・販売開始について 



３．今後の展開 

（１）当社は、これまで展開してきた納豆菌 BN 株の生菌体と、その加熱殺菌体

「モルビオ納豆菌」、および乳酸菌 BIO株と今回の製品群を組み合わせることで、

さらなる高付加価値化を目指していきます。 

（２）帝人グループは、プロバイオティクスおよびプレバイオティクス(*2)のそれぞれ

において素材開発や製品ラインアップの拡充を進め、機能性食品素材事業の拡大

を図ります。 

(*2)プレバイオティクス：大腸内の特定の細菌の増殖および活性を選択的に変化させること

により、宿主に有利な影響を与え、宿主の健康を改善する難消化性食品成分 

 

以    上 

【 報道関係のお問合せ先 】 

帝人株式会社  広報・IR部  TEL:(03)3506-4055 

【 製品に関するお問合せ先 】 

株式会社帝人目黒研究所  TEL:(06)6223-1451 


